














































学 連 男女 チーム数 全試合数 対象試合数 備 考 
関 西 
男 子 8 40 28 
１次リーグのみ 上位・下位リーグ除く 
女 子 8 40 28 
東 海 
男 子 8 40 28 １次リーグのみ 上位・下位リーグ除く 
女 子 6 20 20 ２回戦制総当たりリーグ 
関 東 
男 子 12 66 66 
１回戦制総当たりリーグ 
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  図１と図２は、男女別の３学連における試合のセットカウント割合を示している。 
JVIS を用いたバレーボール技術成績の分析について（１） 17
を示し、関西及び東海リーグでは、共に約 43% を示した。４セット試合の割合は、関西及び東海リーグが、43%
～ 50% の範囲にあり、24% の関東リーグは他学連に比べやや低い傾向を示した。３学連における５セット試合の
出現割合は、７% ～ 17% の範囲にあった。
　女子については、関西及び東海リーグの３セット試合の出現割合は 50% ～ 55％であったのに対し、関東リーグ
では 38% と他学連に比べやや低い傾向を示した。４セット試合の出現割合は、３学連で 33% ～ 36% の範囲にあり、







　アタック決定率については、勝ち試合が 46.1% ～ 49.4% を示し、負け試合は 40.5% ～ 42.6% をそれぞれ示した。
３学連共に勝ち試合の方がやや高い傾向を示した。アタック失点率については、勝ち試合が 6.5% ～ 7.2% を示し、
負け試合は 8.1% ～ 9.1% であり、同様に勝ち試合の方が僅かに低い傾向を示した。各学連別に勝ち試合と負け試合
のアタック決定率を比較すると、関東学連が 8.9% で最も大きな差があり、次いで関西学連 (5.9%)、東海学連 (5.1%)
の順に勝・負試合間の差が小さい傾向にあった。




























図６のサーブ失点率については、勝ち試合が 9.6% ～ 11.1% を示し、負け試合は 12.5% ～ 13.4% であった。３学連
共に負け試合のサーブ失点率の方がやや高い傾向を示した。
　各学連別に勝ち試合と負け試合のサーブ失点率を比較すると、関東学連 (1.4%) が最も差がなく、関西 (3.2%)、東
海 (3.4%) の順に勝・負試合間の差が大きい傾向にあった。
　図７のサーブ効果率については、東海、関東学連が勝ち試合において 13.9% と 13.5% を示し、関西学連は 11.3%
を示した。負け試合においても東海 (11.4%)、関東 (11.1%) が同程度の数値を示したが、関西は 9.5% であり、他学
連に比べ若干低い傾向を示した。
　図８のサーブレシーブ（ＳＲ）成功率については、勝ち試合で、関西 67.5% に対し、関東 60.7%、東海は 57.5% を示し、
負け試合でも関西 65.4%、関東 54.8%、東海 53.7% と、いずれも関西が他学連に比べ高い傾向を示した。
　図７と図８から、関西は、勝ち試合、負け試合いずれにおいても関東、東海の２学連に比べて、サーブ効果率が低く、
ＳＲ成功率が高い傾向を示した。各学連別に勝ち試合と負け試合のＳＲ成功率を比較すると、関西学連 (2.1%) が最
も差がなく、東海 (4.1%)、関東 (5.9%) の順に、勝・負試合間の差が大きい傾向にあった。
３. ３　女子の各学連におけるチーム技術成績について
　図９から図 14 は、女子のアタック決定率（図９）アタック失点率（図 10）、サーブ得点率（図 11）、サーブ失点
率（図 12）、サーブ効果率（図 13）、サーブレシーブ（SR）成功率（図 14）について、各学連の勝ち試合（Ｗ）と
負け試合（Ｌ）の平均値を示し、学連間の比較を行ったものである。
　図９のアタック決定率については、勝ち試合が 36.6% ～ 39.1% を示し、負け試合は 29.7% ～ 31.2% であった。３





























示し、負け試合は 6.3% ～ 7.7% であった。３学連共に勝ち試合の方がやや高い傾向を示した。しかし、各学連別
に勝ち試合と負け試合のアタック決定率を比較すると、東海学連が 9.4% で最も大きな差があり、次いで関西学連
(7.2%)、関東学連 (5.4%) の順に勝・負試合間の差が小さい傾向にあった。
　図 11 のサーブ得点率については、勝ち試合 6.3% ～ 8.0% を示し、負け試合 5.1% ～ 6.1% をそれぞれ示した。図
12 のサーブ失点率については、勝ち試合 6.3% ～ 7.2%、負け試合 6.9% ～ 7.9% であった。サーブ得点率においては、
勝ち試合がやや高い傾向を示し、サーブ失点率においては、逆に、負け試合がやや高い傾向をそれぞれ示した。
　図 13 のサーブ効果率については、勝ち試合が関西 17.6%、東海 18.4% に対し、関東は 13.4% を示し、負け試合
においても関西 16.5%、東海 14.3% に対し、関東は 12.5% と、勝・負試合共に関東が他学連より低い傾向を示した。
図 14 のサーブレシーブ（ＳＲ）成功率については、勝ち試合が関西 45.5%、東海 51.5% に対し、関東は 60.9% を示し、
負け試合においても関西 43.2%、東海 41.8% に対し関東は 60.1% と、関東が他学連に比べ 9% ～ 15% 程度高い傾向
を示した。
　図 13 と図 14 から、勝・負試合共に関東学連は、関西、東海の２学連に比べて、サーブ効果率が低く、ＳＲ成功
率が高い傾向を示した。
３. ４　男子と女子のチーム技術成績の比較について
　男子のアタック決定率は、勝ち試合が 46.1% ～ 49.4% を示し、負け試合は 40.5% ～ 42.6% であった。女子は、勝
ち試合が 36.6% ～ 39.1%、負け試合は 29.7% ～ 31.2% を示した。アタック決定率に関しては、勝ち試合で約 10% 男
子が女子よりも高い数値を示した。アタック失点率については、男子の勝ち試合が 6.5% ～ 7.2% を示し、負け試合


































女子においては、勝ち試合 6.3% ～ 8.0% を示し、負け試合 5.1% ～ 6.1% であった。サーブ得点率に関しては、女子
の方が勝・負試合共にやや高い数値を示す傾向にあった。さらに、男子のサーブ失点率は、勝ち試合では 9.6% ～
11.1% を示し、負け試合は 12.5% ～ 13.4% であった。一方、女子の勝ち試合では 6.3% ～ 7.2% の範囲にあり、負け
















１）都沢凡夫、杤堀申二、福原祐三（1982）「バレーボールのゲーム分析（第１報）Break Even Point について」
筑波大学体育科学系紀要 第５巻  pp.71-78
２）浅井正仁、柏森康雄（1990）「バレーボールにおける競技技術成績の分析（第１報）－技術成績と得点率との関係－」 
大阪体育大学紀要 第 21 巻  pp.1-9
３）浅井正仁（2001） 「バレーボールゲームの得点に関するゲーム分析的研究－ラリーポイント制における得点構
成及び連続得点について－」大阪体育大学紀要 第 32 巻  pp.13-24 
４）箕輪憲吾（2001）「バレーボールにおける 25 点ラリーポイント制ゲームに関する研究－攻撃の結果とゲームの




究 第７巻第１号  pp.7-13
JVIS を用いたバレーボール技術成績の分析について（１） 21
７）松本尚（2006）「バレーボールのチーム分析に関する研究－ JVIS を利用した関東大学女子３部リーグ戦から
の検討－」育英短期大学研究紀要 第 23 巻  pp.33-43
８）高根信吾（2010）「バレーボールのラリーポイントシステムによる得点に関する一考察－大学チームの静岡県
大会（2009 年度）を対象として－」静岡常葉大学研究紀要 第 10 巻  pp.55-86
９）日本バレーボール学会編（2012）「MOOK Volley pedia バレーペディア 2012 改訂版」日本文化出版
岡　部　修　一　・　浅　井　正　仁22
